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地
方
民
鉄
で
は
唯
一
の
貨
物
専
業

国
内
の
貨
物
鉄
道
に
は
、
旧
国
鉄
の
貨
物

部
門
を
承
継
し
た
Ｊ
Ｒ
貨
物
、
臨
海
工
業
地

帯
の
輸
送
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
臨
海

鉄
道
の
ほ
か
に
、
沿
線
の
特
定
企
業
の
需
要

に
対
応
す
る
地
域
貨
物
鉄
道
に
分
類
さ
れ
る
。

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
大
船
渡
工
場
を
荷
主
と

す
る
岩
手
開
発
鉄
道
は
、
地
域
や
産
業
振
興

を
目
的
に
岩
手
県
や
沿
線
市
町
村
、
関
係
企

業
に
よ
っ
て
１
９
３
９
年
に
設
立
さ
れ
た
、

第
三
セ
ク
タ
ー
地
方
鉄
道
の
先
駆
的
存
在
で

あ
る
。
実
際
に
路
線
が
建
設
さ
れ
た
の
は
戦

後
に
な
っ
て
か
ら
で
１
９
５
０
年
に
旅
客
・

貨
物
の
営
業
輸
送
が
始
ま
っ
た
。
旅
客
輸
送

が
苦
戦
す
る
中
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
の
前
身

と
な
る
小
野
田
セ
メ
ン
ト
大
船
渡
工
場
か
ら

委
託
を
受
け
、
貨
物
輸
送
を
拡
大
。
１
９
６

０
年
、
セ
メ
ン
ト
の
原
材
料
と
な
る
石
灰
石

輸
送
を
開
始
し
た
。
旅
客
は
１
９
９
２
年
に

廃
止
し
て
お
り
、
現
在
、
日
本
民
営
鉄
道
協

会
に
加
盟
す
る
地
方
鉄
道
で
は
唯
一
の
貨
物

専
業
鉄
道
で
あ
る
。

盛さ
か
り

駅
を
起
点
と
す
る
日ひ

こ
ろ頃

市い
ち

線
（
盛

－

岩
手
石
橋
間
）
と
赤
崎
線
（
盛

－

赤
崎
間
）

の
２
線
を
有
し
て
い
る
が
、
鉱
山
で
採
掘
し

た
石
灰
石
を
岩
手
石
橋
駅
で
積
載
し
、
盛
駅

を
経
由
し
て
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
大
船
渡
工

場
（
以
下
、
大
船
渡
工
場
）
が
あ
る
赤
崎
駅

ま
で
輸
送
す
る
た
め
、
実
質
的
に
は
２
線
接

続
し
て
の
運
行
と
な
る
。
岩
手
石
橋
駅
に
は

石
灰
石
積
込
用
の
施
設
が
あ
り
、
赤
崎
駅
で

荷
降
ろ
し
さ
れ
た
石
灰
石
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
で
大
船
渡
工
場
ま
で
運
ば
れ
る
。

岩
手
開
発
鉄
道
の
石
灰
石
輸
送
量
は
、
１

９
９
３
年
の
４
７
０
万
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
右

肩
下
が
り
と
な
り
、
一
時
は
２
０
０
万
ト
ン

を
切
る
ま
で
減
少
し
た
。
し
か
し
近
年
、
２

０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
の
災
害
復

興
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
の
建
設
な
ど
で
セ

メ
ン
ト
需
要
は
高
水
準
を
維
持
し
、
２
０
１

８
年
度
の
輸
送
量
は
２
４
９
万
ト
ン
ま
で
回

復
し
た
。

「
セ
メ
ン
ト
需
要
が
低
迷
し
た
時
代
に
は

先
輩
た
ち
が
苦
労
し
て
乗
務
員
や
運
行
の
見

直
し
を
繰
り
返
し
、
合
理
化
に
取
り
組
み
続

け
る
こ
と
で
会
社
を
守
っ
て
き
た
」
と
伊
藤

林
人
取
締
役
は
振
り
返
る
。

一
方
、
荷
主
で
あ
る
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
は

全
国
に
六
つ
の
直
営
工
場
を
持
っ
て
い
る
。

大
船
渡
工
場
は
東
北
地
方
の
拠
点
で
あ
り
、
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旅
客
・
貨
物
鉄
道
と
し
て
開
業
し
、
旅
客
輸
送
の
不
振
に
苦
し
ん
だ
岩
手
開
発
鉄
道
は
、

貨
物
輸
送
に
活
路
を
見
い
だ
し
、
約
60
年
前
よ
り
、
現
・
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
大
船
渡
工
場
と

提
携
、
セ
メ
ン
ト
原
料
の
石
灰
石
輸
送
を
専
業
で
受
託
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
と
一
丸
と
な
っ
て

復
旧
に
努
め
、
工
場
と
鉄
道
は
早
期
の
再
開
を
果
た
し
、

そ
れ
は
被
災
し
た
地
域
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。

地
域
に
お
け
る
鉄
道
事
業
者
の
役
割
や
存
在
を
考
え
な
が
ら

岩
手
開
発
鉄
道
の
貨
物
輸
送
事
業
を
伝
え
る
。
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特集：地域貨物鉄道の現状と課題
［岩手開発鉄道・水島臨海鉄道の取り組み］

年
間
２
０
０
万
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
国
内
向

け
に
製
造
、
東
北
全
体
で
製
造
さ
れ
る
セ
メ

ン
ト
量
の
50
％
を
占
め
る
。

「
１
日
約
７
０
０
０
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
製
造

に
必
要
な
石
灰
石
を
運
ぶ
に
は
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
で
は
難
し
い
。
当
工
場
で
は
鉱
山
と
工
場

直
結
の
鉄
道
で
、
効
率
的
に
輸
送
し
て
い
る
」

と
大
船
渡
工
場
の
服
部
誠
工
場
長
は
語
る
。

岩
手
開
発
鉄
道
の
運
行
計
画
は
大
船
渡
工

場
の
生
産
状
況
に
連
動
し
、
工
場
の
機
械
の

定
期
修
繕
や
セ
メ
ン
ト
生
産
量
の
調
整
時
に

は
、
列
車
の
運
行
本
数
が
減
便
に
な
る
。
岩

手
開
発
鉄
道
で
は
そ
う
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に

合
わ
せ
て
、
線
路
の
保
守
点
検
や
道
床
の
更

換
、
ト
ン
ネ
ル
の
修
繕
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

「
機
関
車
１
両
と
貨
車
18
両
、
そ
れ
に
石

灰
石
が
積
載
さ
れ
る
と
総
重
量
は
１
０
０
０

ト
ン
に
な
り
、
線
路
を
は
じ
め
と
し
た
施
設

へ
の
荷
重
の
影
響
は
大
き
い
。
岩
手
石
橋
駅

で
積
載
し
た
貨
車
は
、
最
大
25
‰
の
勾
配
を

下
り
、
山
肌
に
沿
っ
て
続
く
カ
ー
ブ
を
走

る
。
施
設
の
保
守
点
検
は
入
念
に
行
い
、
早

め
早
め
の
修
繕
を
心
掛
け
て
い
る
」
と
、
鈴

木
貴
之
鉄
道
部
長
兼
運
輸
課
長
は
貨
物
鉄
道

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
語
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
活

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、「
盛
の
本
社
付

近
で
は
波
が
押
し
寄
せ
て
来
た
と
い
う
よ
り

は
黒
い
水
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
湧
い
て
出
て
く

る
よ
う
な
印
象
だ
っ
た
」（
鈴
木
部
長
）
と

い
う
。
運
休
日
で
あ
っ
た
た
め
、
機
関
車
の

被
災
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
赤
崎
線

は
２
㎞
に
わ
た
っ
て
全
壊
し
、
赤
崎
駅
で
は

60
～
90
㎝
の
地
盤
沈
下
、
盛
駅
や
詰
所
、
倉

庫
な
ど
は
床
上
浸
水
、
さ
ら
に
貨
物
車
両

（
40
両
）、
工
事
用
車
両
（
４
両
）
が
浸
水

し
、
道
床
流
出
や
軌
道
異
変
な
ど
甚
大
な
被

害
が
生
じ
た
。

「
あ
ま
り
の
惨
状
に
、
果
た
し
て
再
開
で

き
る
の
か
、
誰
も
が
絶
望
的
に
な
っ
た
」
と

鈴
木
部
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

一
方
、
大
船
渡
工
場
で
は
、
セ
メ
ン
ト
製

造
の
主
工
程
で
あ
る
焼
成
炉
や
セ
メ
ン
ト
ミ

ル
な
ど
が
浸
水
、
受
電
設
備
の
壊
滅
な
ど
設

備
の
70
％
が
被
災
し
た
。
し
か
し
、
震
災
復

興
に
お
け
る
セ
メ
ン
ト
供
給
の
重
要
性
か

ら
、
震
災
か
ら
約
３
週
間
後
の
４
月
１
日
、

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
は
大
船
渡
工
場
の
復
活
宣

言
を
行
い
、
復
旧
計
画
を
発
表
し
た
。

「
工
場
の
復
旧
に
合
わ
せ
て
当
社
も
運
行

を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命

感
で
社
員
の
士
気
が
上
が
っ
た
。
11
月
の
運

転
再
開
に
向
け
、
そ
の
時
、
決
め
た
の
は
自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」
と
い
う
伊
藤
取
締
役

の
言
葉
通
り
、
車
両
や
施
設
に
関
し
て
の
整

備
・
復
旧
は
自
社
で
行
い
、
電
気
関
係
の
作

太平洋セメント株式会社 大船渡工場 工場長

服部 誠
Makoto HATTORI
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業
は
委
託
し
て
、
信
号
機
・
踏
切
遮
断
機
・

制
御
盤
な
ど
を
敷
設
し
直
し
た
。
余
震
も
多

い
中
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
と
な
っ
た
。

「
団
塊
世
代
の
ベ
テ
ラ
ン
が
大
量
に
退
職

し
た
直
後
だ
っ
た
が
、
何
と
か
間
に
合
わ
せ

な
け
れ
ば
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
取
り
組
ん

だ
」
と
鈴
木
部
長
は
語
る
。

自
社
の
復
旧
と
並
行
し
て
、
運
転
士
を
中

心
に
大
船
渡
工
場
復
旧
を
手
伝
う
グ
ル
ー
プ

も
結
成
し
、
支
援
し
た
。
そ
し
て
同
年
11
月

４
日
に
セ
メ
ン
ト
製
造
が
再
開
、
11
月
７
日

に
は
岩
手
開
発
鉄
道
の
運
転
が
再
開
し
た
。

「
よ
う
や
く
間
に
合
っ
た
と
い
う
思
い
と
と

も
に
、
復
旧
し
た
施
設
が
貨
物
の
荷
重
に
耐

え
ら
れ
る
か
不
安
も
あ
っ
た
」（
伊
藤
取
締

役
）
が
、
地
域
を
代
表
す
る
企
業
で
あ
る
大

船
渡
工
場
と
岩
手
開
発
鉄
道
の
再
開
は
地
元

の
人
々
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。

「
ま
ち
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
早
急

に
復
旧
を
計
画
し
、
国
や
県
、
大
船
渡
市
な

ど
行
政
の
ご
努
力
、
東
北
電
力
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
工
場
の

年
内
再
稼
働
が
実
現
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
岩
手
開
発
鉄
道
の
協
力
も
大
き
い
」
と

服
部
工
場
長
は
語
る
。

ま
た
、
大
船
渡
工
場
で
は
比
較
的
早
期
に

復
旧
し
た
焼
成
炉
を
使
用
し
、
東
北
以
外
に

も
関
東
圏
な
ど
の
瓦が

れ
き礫

を
は
じ
め
と
す
る
災

害
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
、
焼
却
処
理
と
セ
メ

ン
ト
資
源
化
を
行
っ
た
。

現
在
、
東
日
本
大
震
災
当
時
の
廃
棄
物
の

処
理
は
終
了
し
て
お
り
、
２
０
１
８
年
の
西

日
本
豪
雨
災
害
の
廃
棄
物
受
け
入
れ
を
行
う

と
と
も
に
、
２
０
１
９
年
の
台
風
関
連
に
よ

る
廃
棄
物
に
つ
い
て
も
受
け
入
れ
を
検
討
し

て
い
る
と
い
う
。

設
備
の
老
朽
化
と
技
術
の
継
承
を
課
題
に

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
で
も
そ
の
力
を
発

揮
し
た
が
、
岩
手
開
発
鉄
道
に
代
々
伝
わ
る

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
・
貨
車
等
の
点
検
整
備

に
関
す
る
技
術
力
は
高
く
、
他
社
よ
り
各
種

点
検
整
備
を
受
託
し
て
い
る
。
受
託
作
業
は

平
成
初
期
に
始
め
た
が
、
東
北
地
区
の
民

鉄
・
三
セ
ク
鉄
道
事
業
者
が
加
盟
す
る
東
北

鉄
道
協
会
「
中
小
鉄
道
事
業
者
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
技
術
力
共
有
化
事
業
と
相
互
送

客
事
業
）」
で
岩
手
開
発
鉄
道
の
「
強
み
」

と
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
促
進
さ
れ
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
環
で
は
あ
る
が
、
他
社

の
車
両
を
取
り
扱
う
こ
と
で
社
員
の
責
任
感

が
一
層
高
ま
っ
た
」
と
伊
藤
取
締
役
は
説
明

す
る
。

現
在
、
岩
手
開
発
鉄
道
が
抱
え
る
課
題
は

こ
う
し
た
技
術
の
継
承
と
人
材
育
成
で
あ

る
。
団
塊
世
代
の
一
斉
退
職
や
事
業
規
模
の

縮
小
で
社
員
数
が
減
少
し
て
い
た
が
、
震
災

後
の
セ
メ
ン
ト
需
要
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

若
い
世
代
を
中
心
に
採
用
数
を
増
や
し
て
き

た
。
全
社
員
の
平
均
年
齢
は
36
歳
、
鉄
道
部

門
は
35
歳
と
さ
ら
に
若
く
、
震
災
以
降
に
採

用
し
た
社
員
が
全
体
の
半
数
を
占
め
る
。

「
震
災
復
興
に
貢
献
す
る
企
業
で
働
き
た

い
と
志
望
し
て
き
た
者
が
多
い
」（
伊
藤
取

締
役
）
と
い
う
が
、
鉄
道
の
現
場
で
は
、
経

験
の
浅
い
若
手
社
員
に
対
し
て
、
指
導
に
当

た
る
社
員
が
足
り
な
い
現
象
が
起
こ
っ
て
い

る
。そ

の
一
つ
の
解
決
策
と
し
て
、「
東
北
鉄

道
協
会
の
他
社
と
連
携
し
て
行
わ
れ
る
研
修

会
な
ど
は
、
当
社
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
機

会
と
な
る
も
の
で
、
大
い
に
活
用
し
て
い

る
」
と
伊
藤
取
締
役
は
話
す
。

も
う
一
つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

車
両
・
設
備
の
老
朽
化
対
策
で
あ
る
。
ト
ン

ネ
ル
や
橋
梁
な
ど
の
施
設
は
開
業
以
来
の
も

の
で
あ
る
。
石
灰
石
の
輸
送
開
始
か
ら
60

年
、
４
両
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
、
45
両
の

貨
車
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
製
造
後
40
年
以
上

を
経
過
し
て
い
る
。
特
に
石
灰
石
を
積
載
す

る
貨
車
は
半
数
が
60
年
以
上
経
過
し
、
本
来

は
６
㎜
の
鉄
板
が
半
分
に
消
耗
し
た
も
の
を

補
強
し
な
が
ら
使
用
し
て
い
る
。

「
新
造
は
不
可
能
で
も
、
機
関
車
な
ら
中

古
車
両
購
入
な
ど
で
手
当
て
が
で
き
る
が
、

石
灰
石
専
用
に
製
造
し
た
貨
車
の
代
わ
り
を

見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
」（
鈴
木
部
長
）

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
は
大
船
渡
市
に
隣
接
す

る
住
田
町
の
袰ほ

ろ
し
や
ま

下
山
鉱
山
を
開
発
し
、
２
０

２
１
年
よ
り
採
掘
を
開
始
す
る
。
さ
ら
に
国

内
最
大
の
７
万
５
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
設
立
し
、
今
後
長
期
に

わ
た
る
セ
メ
ン
ト
の
安
定
供
給
す
る
体
制
を

整
え
た
。
岩
手
開
発
鉄
道
は
そ
れ
に
準
じ
た

輸
送
体
制
の
確
立
に
取
り
組
み
、
現
在
、
車

両
・
設
備
の
近
代
化
５
カ
年
計
画
を
進
め
て

い
る
。

地
域
の
産
業
振
興
と
発
展
を
追
求
し
続
け

る
岩
手
開
発
鉄
道
は
、
地
域
と
旧
交
や
新
た

な
交
流
を
深
め
な
が
ら
次
の
歴
史
を
刻
ん
で

い
く
だ
ろ
う
。

上／赤崎駅。専用線上に石灰石荷降ろし施設がある
左／走行音を響かせて第二盛川橋梁をわたる

上／関谷トンネルを通過する
左／盛駅に置かれている車両基地

太平洋セメント大船渡工場。中央の煙突がシンボルとなっている
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復興まちづくりは8割以上が完了・達成

大船渡市の人口は現在 3万 6000 人弱で、東日本大震災以降の
8年余りで 5000 人強、減少しています。東日本大震災で被災し
た世帯数は当時の 3分の１を占める約 5600 世帯、亡くなった方、
行方不明の方は合わせて 419人と人口の１％に当たります。
震災後は 256 種類の復興事業を行い、2019 年の 9月までに 8
割強が完了または目的を達成しました。国・岩手県・大船渡市によ
る復興費用（約 4000 億円）の約 93％まで進捗し、「復興の総仕
上げ」の段階を迎えています。復興需要のピークは 2012 年から
2013年にかけてであり、市内総生産や市民所得は震災前に比べ1.5
倍に増えています。復興需要の減少とともに、市内総生産、市民所
得は下がりますが、震災前の状態に戻ったら、復興は失敗です。震
災前よりも高いところに軟着陸させる必要があります。そして、そ
の状況を維持・向上させていかなければなりません。そのためには、
生産性を上げることが必至と考えています。
市の中心部では区画整理を行い、高台に移転した住宅の跡地を利
活用して復興まちづくりを行っています。また中心部以外でもそう
した行政や民間の土地を集約し、一例では巨大な規模のトマトの栽
培施設の稼働や珍しい夏イチゴの栽培施設の建設が開始されるな
ど、民間企業による新たな事業も生まれています。これが、大船渡
市が目指している、復旧ではない「復興」するまちの姿なのです。
市内企業の復興では、太平洋セメント大船渡工場が震災３週間後
に工場の再開を宣言し、11月にはセメント製造を再開、それに伴
い岩手開発鉄道も運行を再開しました。そこに至るまでには、関係
者の方々の並々ならぬご苦労があったと思います。震災後初めて工
場にともった灯りと煙突からの煙は、私たち市民に大きな勇気を与
えてくれました。また、大変光栄なことに当時の天皇、皇后両陛下
が行幸啓され、私から復興事業の状況をご説明させていただきまし
たし、太平洋セメント大船渡工場では瓦

が れ き

礫処分のご視察などをして
いただきました。
　
持続するまちへ向けて具体的な施策を推進

まちづくりは復興から次のステージに進んでいます。高齢社会化・
人口減少は免れませんが、持続する力を持ったまちにするにはどう

したらいいか。私は市長として、より具体的な施策を進めていきた
いと考えています。生産性を向上し、市民の所得を上げ、少子化に
も歯止めをかけていかなければならない。首都圏と岩手県の最低
賃金では約 223円低いという格差があるのです。これを 20～ 30
年かけてでも是正していかないと若い世代は、多くが都会へ流出し
てしまうでしょう。
市民の暮らし、大船渡市の魅力や経済力を向上させる、つまり地

域力を磨いていくには地域企業の力がぜひとも必要です。産業人材
の育成や従業員の再教育、またそれと並行して企業が生み出すもの
に付加価値を付ける。大船渡市の地域や企業にしかない、独自性の
あるものを生み出し、磨いていくことが重要であると考えています。
全国各地で重宝される、特殊なセメントを製造する太平洋セメ

ント大船渡工場は、新たな鉱床を開発するとともに、大規模なバ
イオマス発電所を建設しています。ここでは市の電力総使用量の
170％を発電できるそうです。そして岩手開発鉄道は間接的に市民
生活の基盤を支えるとともに、他社からの鉄道車両のメンテナンス
を受注し、東北地方の鉄道の維持・存続に貢献している。太平洋セ
メントと岩手開発鉄道は共に地域の宝であると思っています。
市としても、特産品づくりに力を入れ、メイン産業である漁業や

関連産業などの振興を進めています。オリジナリティーを持った特
産品が大船渡から東北各地、全国へと広がっていく。かつては首都
圏から遠く離れたイメージを持たれていた大船渡ですが、三陸沿岸
道路も通り、各地との結び付きも強くなってきました。
さらに交流人口の拡大も課題の一つと考えています。2019 年 3

月に全線開通した環境省所管の「みちのく潮風トレイル」は、青森
県八戸市から福島県相馬市までの太平洋沿岸をつなぐロングトレイ
ルです。また、東日本大震災の伝承施設をネットワーク化し、その
経験と教訓を後世に伝える「3・11 伝承ロード」も形成され、交
流人口の拡大に期待しています。2019年リアス線として再スター
トした三陸鉄道は先の台風 19号の被害を受けましたが、観光面で
は鉄道やＢＲＴの力も活用していきたいと考えています。ものづく
りツーリズムとして実施した太平洋セメントや岩手開発鉄道を見学
するツアーも、好評でした。
官民一体となって地域力の向上に取り組んでいく。それが大船渡

市の地方創生のあり方であり、復興の次の目的として推進していき
ます。

復興の次のステージで
官民一体となった
地域力向上を目指す

大船渡市長

戸田公明
Kimiaki TODA

東日本大震災から約９年がたち、甚大な被害を受けた大船渡市は復
興の総仕上げに入っている。次なる目標は産業の振興による地域の
活性化と生産性の向上だが、そこには市民所得の上昇や少子化へ
の歯止めなどの課題解決策がある。持続するまちづくりを推進する
戸田公明大船渡市長にお話を伺った。

特集：地域貨物鉄道の現状と課題
［岩手開発鉄道・水島臨海鉄道の取り組み］


